別紙1
アマチュア無線技士無線従事者養成課程実施規程

第1条　目的

本規程は特定非営利活動法人　境界工学研究会において実施する無線従事者養成課程の円滑化、厳正性・公正性の維持を図ることを目的とする。

１　

　　小学生・中学生の義務教育者が科学への関心を高める機会を無線従事者養成として提供する。小学生・中学生は、無線従事者免許の取得を目的とし、継続的な科学への関心を期待する。

２

　１項の環境を作るため、小学生・中学生の兄・姉・保護者・教育関係者および電気理科クラブ支援者を無線従事者養成課程の対象とする。

３

　１項の環境を作るため、小学生・中学生に関わる地域の関係者を無線従事者養成課程の対象とする。地域の関係者は、自身の生涯研鑽を目的としていても、これを拒むものではない。

第2条　法令の遵守
養成課程の実施は、無線従事者規則及び関係告示に定められた科目、授業内容、授業
時間を厳正に遵守する。
第3条　受講生の把握
受講生の把握のために、受講生の顔写真及び管理番号が記された受講票を作成し、授業時間中及び修了試験中は、机の上に置くよう指導する。受講票発行の際、本人確認をする。
第4条　出席簿
受講生の出席簿を作成し、出欠状況を把握する。
第5条　授業
授業では、適宜、模擬問題を出題する等、受講生の理解の向上に努める。

第6条　管理責任者の位置づけ

管理責任者は、授業会場の場所に常駐し、会場の整備、受講生の把握、試験の管理、非常事態における対応など、現場における指揮・マネージメントについて責任を負う。講師が管理責任者を兼任するときは、管理責任者は必ず管理責任補助者を置き、管理責任者の任務を遂行する。
第7条　講師の位置づけ

講師は、授業の期間、授業のみに専念するものとする。
第8条　修了試験の実施

修了試験は、郵政省告示第250号(平成2年2月27日)無線従事者の養成課程の終了の際に行う試験の実施方法によるもののほか、以下のとおり実施する。

1 規定の授業時間を履修した受講者に限り修了試験を実施する。

2 修了試験については、諸注意事項を試験前に周知し、試験開始後は、不正等がないよう監督する。

3 試験中は、机に受講票と筆記用具以外は置かないよう指示する。

4 試験開始後の退室については、試験開始から20分経過するまでは、やむを得ない場合を除き、これを認めない。

5 退室可能時間(試験開始から20分経過後)となり退室した受講者は再度の入室は、これを認めない。

第9条　補講

受講生がやむを得ない事情による遅刻等により規定の時間の授業を履修できなかった場合には、その不足時間分の授業を別枠の時間に行うことができる。このため、あらかじめ試験前に補講時間を設ける。ただし補講の対象者がいなかった場合は繰り上げて試験を行うことができる。

第10条　再試験

修了試験に不合格となった受講者であって、本人の希望があれば1回に限り補講を行い、再試験を受けさせることができる。

第11条　修了証明書

修了試験又は修了再試験に合格した受講生にはその旨を通知し、電波法関係審査基準別紙3の2の(18)の別表2-(3)の様式による無線従事者養成課程修了証明書を作成する。

第12条　非常事態の対応

地震、台風、洪水、津波、雪害、火災、暴動その他非常の事態が発生し、又は発生するおそれがある場合であって養成課程を続行することが困難な状況になった場合は、管理責任者は特定非営利活動法人　境界工学研究会の理事長にその旨を報告するともに養成課程を中断する等の判断を行い、講師、受講生、その他の関係者の安全の確保を優先する。

第13条　修了・終了報告

受講者が養成課程養成を修了した時、および養成課程が終了したときは、無線従事者規則 第26条（報告）に基づき直ちに、その旨を総合通信局長に報告しなければならない。

第14条　非常事態の対応

地震、台風、洪水、津波、雪害、火災、暴動その他非常の事態が発生し、又は発生するおそれがある場合であって養成課程を続行することが困難な状況になった場合は、管理責任者は養成課程を中断する等の判断を行い、講師、受講生、その他の関係者の安全の確保を優先する。

第15条　機密情報の保持

　受講票、出席簿、試験問題、答案用紙、修了証明書、修了者名簿、終了・修了証明書、これらの電子化されたデータ及び当養成課程を実施する上で発生するその他の個人情報を機密情報とし、第三者に開示し又は漏洩してはならない。第三者に漏洩する恐れのある行為は避けること。

　機密情報は、第１条第４項に定める事務局の金庫内に鍵をかけて保管する。

第16条　規程の改正

養成課程を実施していく上で、本規程を改正する必要が生じた場合は、改正を行い、改正後の規程を総務省の所管総合通信局へ提出する。
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